













県内の 8 つの医療機関の持ち回りで行われてきた診療茶話の企画を今年の 6










夢の癌治療薬 angiostatinと endostatinの登場 
理想の癌治療として、どんどん増殖をする癌細胞の栄養血管に注目しその血
管を断つことで癌細胞をいわゆる兵糧攻めにしようとする研究がある。その中
心となってきた米国の J. Folkman博士のグループの研究成果が 1998年の 5月 3
日付けの New York Timesへ出たことから騒動が始まった。彼の研究室で単離さ
れた血管新生阻害因子である angiostatinと endostatinによって癌が完全に治
せるようになるかもしれないとされたからである。その内容もさることながら
記事を書いた Gina Kolata が Science 誌に解説記事を執筆していたほどの力量
をもった記者であること、さらに記事の中にノーベル賞学者で DNA 二重らせん







開かれた UCLA での学会のディナーパーティーの席で確かに彼女に会い Folkman
の実験結果を賞賛はしたが２年以内に癌が治癒できる病気になるとは一言も言







についての本を書いて濡れ手に粟の 2 億円をせしめる手筈であると Los Angels 





Folkman 博士の研究のパテントをもっている EntreMed 社の株は 1 株 6 ドルから
一時は 83 ドルにまで上昇した。その上、この騒ぎによって angiostatin, 









室で再現できないとの話が The Wall Street Journal にスクープされた。同じ
頃カリフォルニアの Genentechでも再現できない結果が出て endostatinの開発
を諦めてしまったとの話も伝わった（The New York Times, November 13, 1998）。
しかし Folkman は再現できないのは当事者の実験手技が未熟だからだと、自分
自身が小児外科医だったこともあり外科手術の技量の良し悪しに例えて動じな
かったと言われる。幸いこの問題は Folkman の研究室の研究者が NCI を行き来
して know-howを伝えることで NCIでも再現実験ができるようになり決着はつい







なかったと報告された。この論文が掲載された Molecular therapyの editorは
巻頭で「ネガティブという結果がポジティブか」と題してその結果を皮肉った
のである（Mol Ther. 2002 Apr;5:338）。Endostatinが凝集しやすく不安定なタ










である（J Natl Cancer Inst. 2006 Jun 7;98:731）。その臨床治験の結果に加
えて難溶性の endostatinの大量生産に大きなコストがかかることから製造元の
EntreMed は倒産の危機に陥り endostatin の供給は中止されてしまった。2004
年 2月のことである。一時期は 100ドルを越えた EntreMedの株価も暴落し現在
では 50セントを切ったままになっている（http://www.nasdaq.com/）。 
 







Folkman 達が知らないうちに endostar という名前で中国で製造された上、すで
に 500 人の小細胞肺癌で化学療法剤との併用の臨床治験が行われ有効性が確認
されたというのである（The Wall Street Journal, December 22, 2005）。放置










Gina Kolataと Jim Watson 
Gina Kolataが Watson の言を曲げて New York Timesに報道し騒動を起こした
挙句に Folkman の伝記を書くことで一儲けを企んでいた話は前述したとおりで
ある。私は彼女は二度と公の場所に出てくることはないだろうと予想していた
が彼女はあいも変わらず New York Timesに健康や医学に関する記事を書き続け
ている。しかもいろいろな記事についてかなりの批判を受けながらである。特
に激しかったのは 1998 年の The Nation 誌に環境活動レポーターである Mark 
Dowie氏によって書かれたものである（The Nation, Jul 6, 1998）。彼はこの中








ただ New York Timesは彼女を評価し重用しているようである。 








と言ったために取り返しのつかない立場に追い込まれ、長年勤めた Cold Spring 
Harbor 研究所を辞職することになった。Watson は昨年 10 月末に、東京と岡崎
で開かれた日本学術振興会が主催するシンポジウムのために来日した。もう 80
歳をこえる彼の講演を聞くのは最後かと思い遙々岡崎まで出かけたが、演題は
期待していた Genetic Studies on Schizophrenia and Autism ではなく Science 




えば自分が執筆した分子生物学の教科書 Molecular Biology of the Gene の売
り上げが途中からライバルの教科書 Genesが出てきたために落ちたが、Genesは
つまらない教科書でしかも執筆者の Benjamin Lewinは体が小さいが同じくらい
人間の器も小さいと言って笑いをとっていた（Lewin は科学雑誌 Cell を創刊し
editor として辣腕をふるって Cell を超一流誌にしたことでも有名である）。驚
いたのは講演の最後の部分で Following Judah Folkman to Make Cancer a 
Preventable Disease というタイトルでもって endostatin の将来性について言
及したことである。彼は endostatinの効果を信奉しているそうで、その理由の
一つとして endostatin の血中レベルが高い Down 症候群では乳癌の頻度が
1/10-1/25であるという報告を引用していた（Nature。 2004 Feb 26;427:787）。
彼は翌日から北京に向かい中国で開発された endostarについて関係者と協議し
てくるとのことであったが、この話を聞いて何だ Watsonは Folkmanの研究に格
別な思い入れがあるではないか、そうなら Gina Kolata の記事もまんざら嘘で
はなかったのかもしれないと考え出した。つまり、その記事の元になった学会
のディナーパーティーの席での Gina Kolataと Watsonのやりとりで正しいかっ























おくことが提唱されているがこれも Folkman の夢の実現の一つであろう（BMC 








“The worst thing about doctors is that they’re always afraid to raise 
patients’expectations. I want my expectations raised. I want to know that 
somebody is thinking about this, working on it, worried about me.” 
 
